
一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（令和６年 第３回定例会） 

質 問 順 位 ６   １２番 議 員    松 石 信 男 

質問事項１ 子育て世帯の現状と今後の支援策について 

質問の要旨 

基山町では、令和２年度から始まった子育てに係る第２期基山町子ど

も・子育て支援事業計画の最終年度を迎え、今回子どもの生活実態調査

を行った。その総括と来年度から始まる「基山町こども計画」策定に向

けて検討がされているが、子育てをしたいと思えるまちづくりの計画の

充実が求められている。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 第２期基山町子ども・子育て支援事業計画が今年度

で終了するが、達成度を問う  

  ア 子育てしやすさの割合の数値目標の達成状況に 

ついて 

  イ 子育てに関して不安感や負担感を持つ保護者の 

割合の数値目標の達成状況について 

 

(２) 子どもの生活実態調査では、世帯年収で 250万円以

上と未満に分けて調査しているが、その目的は何か 

 

(３) 世帯年収 250 万円以上の子どもの生活状況はどう

か。また前回と比べてどうか 

 

(４) 世帯年収 250 万円未満の子どもの生活状況はどう

か。また前回と比べてどうか 

 

(５) 家族にとって必要な支援として、上位になっている

ものについて、現状の支援策を示せ 

  ア 医療費の無料化 

  イ 学校費用の軽減 

  ウ 給食費の軽減・無料化 

エ 放課後の学習支援 

オ 子どもの居場所づくり 

 

(６) 子どもの生活実態調査を踏まえ、具体的な支援策は

何が検討されているのか 

 

(７) 来年度から始まる基山町こども計画について 

ア 基山町子ども計画とはどういうものか 

イ 計画策定に向けたスケジュールについて示せ 
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一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（令和６年 第３回定例会） 

質 問 順 位 ６   １２番 議 員    松 石 信 男 

質問事項２ 国保税・子どもの均等割軽減について 

質問の要旨 

国民健康保険は、自営業者、農家、非正規労働者、年金生活者などの

低所得者が多く加入者となっていて、会社員などの被用者保険と比べて

２倍の保険料となっている。会社員などが加入する健康保険は、子ども

が何人いても保険料は変わらないが、国保では家族の人数に応じてかか

る均等割があるため、所得のない子どもが増えると国保税が上がる。基

山町では子ども一人当たり３万 3800円、２人では６万 7600円も負担が

増えこととなる。国民皆保険制度の中で、加入している保険が違うだけ

で保険料額が違っていいのか。子育て支援に逆行している。基山町で「高

校卒業までの均等割減免」の拡充を提案する。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 令和 12 年度から県内すべての市町の国保税率が統

一されるが、町民の国保税負担は増えるのではないか  

 

(２) 高校卒業までの均等割減免は、少子化のなか必要な

子育て支援策になると思うがどうか 

 

(３) 基山町が独自に小学１年生から高校３年生までの

国保税の均等割を全額助成した場合、対象者と財源は

どれくらいか 
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